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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、カルシウム依存性レクチンスーパーファミリーに属するII型膜貫通受容体をコードしています。コードされているタンパク質の発現はTリンパ球の活性化によって誘導され、増殖に関与している可能性があります。さらに、このタンパク質はナチュラルキラー細胞や血小板においてシグナル伝達に作用する可能性があります。[RefSeq提供、2011年8月], 発生段階：リンパ系活性化時に獲得される、最も初期の誘導性細胞表面糖タンパク質。, 機能：リンパ球の増殖に関与し、リンパ球、ナチュラルキラー（NK）細胞、および血小板においてシグナル伝達受容体として機能します。, 誘導：Tリンパ球およびBリンパ球表面上の抗原、マイトジェン、またはPKC活性化因子によって。 IL-2 と NK 細胞表面の p75 IL-2R との相互作用によって。,オンライン情報:CD69,PTM:成熟胸腺細胞と活性化 T リンパ球の両方で恒常的な Ser/Thr リン酸化。,類似性:1 つの C 型レクチンドメインを含む。,サブユニット:ホモ二量体; ジスルフィド結合。,組織特異性:活性化 T 細胞、B 細胞、ナチュラル キラー細胞、好中球、好酸球、表皮ランゲルハンス細胞、血小板の表面に発現。,
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	CD69抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CD69 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解液のウエスタンブロット分析。
	

	1：1000に希釈したCD69ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

